




要約:コーホート調査のための長期にわたる情報の管理のあり方について検討した。介入

研究の場合は介入の方法、回数などの均一化が必要で特に多施設共同研究の場合には、コ

ンプライアンスの高い簡単な介入が重要である。本研究のように小児を対象とする場合、

観察者についても事前の約束を定めておくことが大切。情報の精度は施設によってまちま

ちになりがちであるが、これも研究計画の具体的なプロトコール作成にきわめて依存する。

収集後のばらつきは定めた方法で調整することが必要である。


